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日　程　表

会　場 講演会場（大会議室） 会議会場（303 会議室）

9:10 ～ 9:50

評議員会

10:00 ～ 10:10　　　　　　　　　　　開会式
10:10 ～ 10:55

セッション１
検査・管理

座長：熊川　みどり

11:00 ～ 11:45

セッション 2
輸血に関する調査・活動

座長：入田　和男

11:50 ～ 12:35

セッション 3
抗体関連副反応
座長：古賀　紳也

12:45 ～ 13:35　　　　　　　ランチョンセミナー
輸血・細胞治療と「臨床倫理」

座長：佐分利能生
演者：山崎　宏人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催：株式会社カイノス

13:45 ～ 14:25

会務報告・優秀演題表彰式

14:30 ～ 15:10

優秀演題セッション
座長：末岡　榮三朗

15:15 ～ 16:10

ワークショップ
血小板製剤の供給体制
座長：米村　雄士

16:15 ～ 16:55
セッション 4

造血幹細胞移植・症例
座長：長井　一浩

17:00 ～ 17:50　　　　　　　　　特別講演
CD19 標的 CAR-T 細胞治療の現状と輸血部門の役割

座長：緒方　正男
演者：吉原　　哲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催：ノバルティスファーマ株式会社
17:50 ～　　　　　　　　　　　　閉会式
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16:00

17:00

18:00
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日本輸血・細胞治療学会九州支部会 第 68 回総会・第 89 回例会
プログラム

10：00 ～ 10：10 開会式

10：10 ～ 10：55	 	セッション１：	 検査・管理
座長　熊川　みどり（福岡大学病院　輸血部）

1-1　赤血球関連依頼検査状況と輸血関連検査委託に関する承諾書について

日本赤十字社九州ブロック血液センター 1)、佐賀県赤十字血液センター 2）

〇山﨑　久義 1）、下野　広貴 1）、一木　奈絵 1）、迫田　真夢 1）、桐山　佳子 1）、熊本　誠 1）、高瀬　隆義 1）、
　松山　博之 1,2）、入田　和男 1）

1-2　全自動輸血検査装置 Erytra における不規則抗体検出状況の比較

大分大学医学部附属病院 輸血部 1)、大分大学医学部附属病院　血液内科 2）

〇松成　謙介 1）、古賀　紳也 1）、宮﨑　絢子 1）、倉本　ちはる 1）、山口　くるみ 1）、恒光　千恵 1）、
　岩男　千恵子 1）、緒方　正男 1,2）

1-3　ORTHO VISION Max の ABO 血液型ウラ検査の凝集強度から推測する抗 A 抗 B 抗体価

九州大学病院　検査部 1)、九州大学病院　遺伝子細胞療法部 2）

〇山口　恭子 1）、榎本　麻里 1）、大森　名起 1）、垰田　直美 1）、藤野　恵子 1）、堀田　多恵子 1）、
　康　東天 1）、平安山　知子 2）、國崎　裕哉 2）、前田　高宏 2）

1-4　当院における新生児シリンジ輸血に対する運用の再構築について

国立病院機構　長崎医療センター　臨床検査科 1)、国立病院機構　長崎医療センター　看護部 2）、
国立病院機構　長崎医療センター　血液内科 3)

〇米丸　友香里 1）、栗原　博未 1）、黒田　拓也 1）、山口　大輔 1）、井上　衣都子 1）、染矢　賢俊 1）、
　浦岡　千晶 2）、下釡　絵美 2）、吉田　真一郎 3）

1-5　当院で行っている判定間違い防止を目的とした新生児検体の ABO 血液型検査の取り組み

宮崎大学医学部附属病院　輸血・細胞治療部
〇奥野　知世、金丸　恭子、黒木　沙央里、齋藤　嬉和、坂元　あい子、重草　望美、森岡　瑞稀、
　竹ノ内　博之、下田　晴子、久冨木　庸子

9：10 ～ 9：50 評議員会
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11：00 ～ 11：45 セッション 2：	 輸血に関する調査・活動
座長　入田　和男（日本赤十字社　九州ブロック血液センター）

11：50 ～ 12：35 セッション 3：	 抗体関連副反応
座長　古賀　紳也（大分大学医学部附属病院　輸血部）

2-1　実技動画 DVD による血液型検査研修について

国立病院機構福岡病院
〇松本　いつか

2-2　令和 2（2020）年度熊本県内における血液製剤の使用適正化に関するアンケート調査報告

熊本県赤十字血液センター　1)、熊本県合同輸血療法委員会 2）

〇中山　みゆき 1）、續　隆文 1,2）、菊川　眞也 1,2）、米村　雄士 1,2）

2-3　まれな血液型カード発行の状況と献血行動への影響

日本赤十字社九州ブロック血液センター 1)、佐賀県赤十字血液センター 2）

〇津曲　摩希 1）、迫田　真夢 1）、桐山　佳子 1）、山﨑　久義 1）、熊本　誠 1）、高瀬　隆義 1）、松山　博之 1,2）、
　入田　和男 1）

2-4　～不測の事態との闘い～『九州・沖縄における血液事業この一年』

日本赤十字社九州ブロック血液センター 1)、佐賀県赤十字血液センター 2）

〇浅尾　洋次 1）、千葉　泰之 1）、松山　博之 1、2）、入田　和男 1）

2-5　鹿児島県内輸血医療の向上を目的とした輸血ラウンド動画の作成

公益財団法人慈愛会　今村総合病院　血液内科 1)、同院輸血管理室 2）、
同院輸血療法委員会 3)、同院臨床検査部 4)、同院外科・消化器外科 5)

〇宮園　卓宜 1）、中島　彩乃 2,3,4）、藤山　裕輝 2,3,4）、小林　果蓮 1,2,3）、小田原　千里 1,2,3）、
　牧野　桃子 2,3）、兼石　知香 2,3）、久保　友恵 4）、小田原　淳 1）、中野　伸亮 1）、宇都宮　與 1）、
　帆北　修一 3,5）

3-1　輸血との因果関係を特定することが困難であった溶血性貧血の症例

鹿児島大学病院輸血・細胞治療部 1)、鹿児島大学病院整形外科リウマチ外科 2）

〇舞木　弘幸 1）、宮元　珠華 1）、外室　喜英 1）、江口　奈津希 1）、山崎　澪 1）、濵田　平一郎 1）、
　古川　良尚 1）、藤元　祐介 2）

3-2　低頻度抗原である Wra に対する抗体を認めた抗リン脂質抗体症候群合併妊娠の一症例

宮崎大学医学部附属病院　輸血・細胞治療部
〇齋藤　嬉和、奥野　知世、金丸　恭子、黒木　沙央里、坂元　あい子、重草　望美、森岡　瑞稀、
　竹ノ内　博之、下田　晴子、久冨木　庸子
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12：45 ～ 13：35 ランチョンセミナー
座長　佐分利　能生（大分県立病院　血液内科）

共催：株式会社カイノス

輸血・細胞治療と「臨床倫理」

演者　山﨑　宏人（金沢大学附属病院 輸血部）

3-3　抗 IgA 抗体を有する IgA 非欠損例における非溶血性輸血副作用

長崎大学病院血液内科 1)、
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　原爆・ヒバクシャ医療部門　血液内科学研究分野 2）、
長崎大学原爆後障害医療研究所　原爆・ヒバクシャ医療部門　血液内科学研究分野 3)、
長崎県赤十字血液センター 4)、長崎大学病院　細胞療法部 5)

〇新山　侑生 1）、澤山　靖 1）、藤岡　真知子 2）、加藤　丈晴 1）、佐藤　信也 1）、安東　恒史 3）、
　今泉　芳孝 2,3）、木下　克美 4）、長井　一浩 5）、宮﨑　泰司 2,3）

3-4　血小板輸血不応患者において高頻度抗原に対する抗体を検出し，適合する製剤の供給は困難と
　　  考えられた 1 症例

日本赤十字社　九州ブロック血液センター 1)、日本赤十字社　沖縄県赤十字血液センター 2）、
日本赤十字社　佐賀県赤十字血液センター 3)、4)、5)

〇藤本　量 1）、日髙　夢可 1）、岡田　妹子 1）、平安山　睦美 2）、吉田　留美 1）、黒田　ゆかり 1）、
　西村　拓史 1）、高瀬　隆義 1）、松山　博之 1,3）、入田　和男 1）

3-5　血小板輸血により抗体を産生した乳児症例

熊本大学病院中央検査部 1)、熊本大学病院輸血・細胞治療部 2）、熊本大学病院血液内科 3)

〇和木　由希美 1）、福吉　葉子 1,2）、﨑田　紫織 1，2）、川上　ゆうか 1,2）、横山　俊朗 1）、上野　志貴子 2,3）、
　内場　光浩 2,3）、松岡　雅雄 2，3）

13：45 ～ 14：25 会務報告・優秀演題表彰式

14：30 ～ 15：10 優秀演題セッション
座長　末岡　榮三朗（佐賀大学医学部　臨床検査医学講座）

E-1　九州の献血者におけるＥ型肝炎ウイルス感染の現状

日本赤十字社九州ブロック血液センター 1)、佐賀県赤十字血液センター 2）

〇中村　仁美 1）、山本　翠 1）、内田　純子 1）、齋藤　楓 1）、上田　勇佑 1）、田久保　智子 1）、江崎　利信 1）、
　相良　康子 1）、高瀬　隆義 1）、松山　博之 1、2）、入田　和男 1）

E-2　離島圏における効率的な血液製剤運用の研究：
　　  令和 2 年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業報告

長崎大学病院 細胞療法部 1)、国立病院機構長崎医療センター 2）、日本赤十字長崎血液センター 3)、
長崎県五島振興局保健部 4)

〇長井　一浩 1）、吉田　真一郎 2）、木下　郁夫 3）、近藤　徹 4）
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15：15 ～ 16：10 ワークショップ：	   血小板製剤の供給体制　
座長　米村　雄士（熊本県赤十字血液センター）

E-3　HLA 抗体により交差適合試験が不適合を呈した症例に対しての解析

鹿児島大学病院輸血・細胞治療部 1)、鹿児島大学病院検査部 2）、鹿児島大学病院心臓血管外科 3)、
湧永製薬株式会社 4)

〇舞木　弘幸 1）、宮元　珠華 1）、外室　喜英 1）、江口　奈津希 1）、山崎　澪 1）、濵田　平一郎 1）、
　古川　良尚 1）、櫛山　歩 2）、上田　英昭 3）、白水　隆喜 4）、岡部　莉奈 4）、川井　信太郎 4）

E-4　不規則抗体産生要因の検討

熊本大学病院中央検査部 1)、熊本大学病院輸血・細胞治療部 2）、熊本大学病院血液内科 3)

〇川上　ゆうか 1）、福吉　葉子 1,2）、﨑田　紫織 1,2）、和木　由希美 1,2）、横山　俊朗 1）、上野　志貴子 2,3）、
　内場　光浩 2,3）、松岡　雅雄 2,3）

W-1　濃厚血小板製剤の発注における予約の推進

熊本県赤十字血液センター
〇稲本　憲正、續　隆文、菊川　眞也、米村　雄士

W-2　血小板濃厚液の供給体制構築に向けて

福岡県赤十字血液センター
〇小田　秀隆、古川　尚実、原田　滉、福山　雄大、柳内　大輝、井上　浩二、大谷　学、古田　秀利、
　柴田　浩孝、古賀　宗幸、松﨑　浩史

W-3　病院輸血部門における血小板安定供給を目指した新しい取り組みについて

九州大学病院　遺伝子・細胞療法部 1)、九州大学病院 検査部 2）

〇平安山　知子 1）、山口　恭子 2）、藤野　恵子 2）、榎本　麻里 2）、國崎　祐哉 1）、前田　高宏 1）

W-4　安全かつ安定供給を行うための血小板濃厚液の確保体制について

日本赤十字社九州ブロック血液センター 1)、佐賀県赤十字血液センター 2）

〇浅尾　洋次 1）、鶴間　和幸 1）、千葉　泰之 1）、松山　博之 1,2）、入田　和男 1）

W-5　中四国ブロックにおける濃厚血小板製剤の確保と供給体制

中四国ブロック血液センター
〇小田原　弘周、櫻井　聡、大野　元宏、小合　郁夫、細川　和浩、小林　正夫
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17：00 ～ 17：50 特別講演
座長　緒方　正男（大分大学医学部　腫瘍・血液内科学講座、大分大学医学部附属病院　輸血部）

共催：ノバルティスファーマ株式会社

CD19 標的 CAR-T 細胞治療の現状と輸血部門の役割

演者　吉原　哲（兵庫医科大学病院）

17：50 ～ 閉会式

16：15 ～ 16：55 セッション 4：	 造血幹細胞移植・症例　
座長　長井　一浩（長崎大学病院　細胞療法部）

4-1　造血幹細胞移植後に赤芽球癆を呈した 1 症例

大分県立病院　輸血部 1)、大分県立病院　血液内科 2）

〇富松　貴裕 1）、壱岐　祥英 1）、山本　真富果 1）、宮﨑　泰彦 1）、坂田　真規 2）、高田　寛之 2）、
　佐分利　益穂 2）、大塚　英一 2）

4-2　当院における末梢血幹細胞保存処理の取り組み

大分大学医学部附属病院 輸血部 1)、大分大学医学部附属病院 血液内科 2）

〇山口　くるみ 1）、宮﨑　絢子 1）、倉本　ちはる 1）、恒光　千恵 1）、岩男　千恵子 1）、古賀　紳也 1）、
　緒方　正男 1,2）

4-3　当院で経験した A2B3 型の 1 症例

福岡大学病院 1)、福岡大学医学部臨床検査医学講座 2）、福岡大学病院輸血部 3)

〇井本　祐司 1）、泉田　久美子 1）、大倉　由子 1）、石田　寛美 1）、嶋田　裕史 1）、小川　正浩 1,2）、
　熊川　みどり 3）

4-4　血栓性血小板減少性紫斑病により胆嚢穿孔を来した 1 例

大分県厚生連鶴見病院　血液内科 1)、大分県厚生連鶴見病院　消化器外科 2）、
大分県厚生連鶴見病院　病理診断科 3)

〇佐々木　人大 1）、高橋　美南 1）、岩永　愛美 1）、安部　美由紀 1）、幸野　和洋 1）、柴田　浩平 2）、
　近藤　能行 3）、中山　俊之 1）


